








■職員の任免および職員数
　 (1)　職員数　

　 (2)　任用・退職　

区　分
部　門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

令和２年 令和３年

一般行政
部門

議　会 ３ ３ ０

総　務 ３８ ３５ ▲３ ・事務配分見直し（▲３）

企　画 １３ １６ ３ ・事務配分の見直し（１）
・文化的施設整備業務のため増員（２）

住　民 ２４ １７ ▲７ ・戸籍など窓口業務、防災などの事務配分の見直し（▲７）

税　務 １４ １４ ０

民　生 ６１ ６２ １ ・事務配分の見直し（１）

衛　生 １５ １５ ０

農林水産 ２５ ２４ ▲１ ・事務配分の見直し（▲１）

商　工 １８ １９ １ ・事務配分の見直し（１）

土　木 １５ １６ １ ・事務配分の見直し（▲１）

小計 ２２６ ２２１ ▲５

特別行政
部門 教　育 ３３

（0）
３０

（14）
▲３

（14）

・事務配分の見直し（▲２）
・文化的施設整備業務配置換えのため（▲１）
・保育士等の勤務時間の切替による増加

会計部門
公営企業

など

病　院 ２９
（1）

２８
（4）

▲１
（3）

・退職による減（▲３）
・採用による増（２）
・診療所受付事務の勤務時間の切替による増加

水　道 ４ ４ ０

下水道 ０ ０ ０

その他 ６３
（0）

６４
（9）

１
（9）

・特別養護老人ホーム職員の退職（▲１）
・採用による増（２）
・介護福祉士の勤務時間の切替による増加

小計
９６

（1）
９６

（27）
▲３

（26）

合　　計
３５５
（1）

３４７
（27）

▲８
（26）

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時的に任用された職員および非常勤職員（法第 28
条の 5 第 1 項に規定する短時間勤務の職を占める職員および法第 22 条の 2 第 1 項第 2 号に掲げる職員を除く）を除きます。また、下線については法第
22 条の 2 第 1 項第 2 号（フルタイムの会計年度任用職員）に掲げる職員数です（以下同じ。）。

（各年４月１日現在）

任 用 事務職 保育士等 介護職員 医師 看護師 医療事務 計

６
（0）

０
（14）

２
（8）

０
（0）

３
（1）

０
（3）

１１
（26）

任 用 普通退職 定年退職 その他
（再任用任期満了による者） 計

５ １２ ２ １９

令和 2年度四万十町人事行政の運営などの状況
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お知らせ お知らせ

■職員の勤務時間その他の勤務条件に関する状況

■職員の休業に関する状況

■職員の分限および懲戒処分
　(1)　分限処分

■職員の福祉および利益の保護
　(1)　職員の福利厚生事業

■高知県人事委員会からの報告

■職員の研修および人事評価
　(1)　職員の研修（職種別研修を除く）

■職員の服務
　(1)　営利企業などの従事許可申請

　(2)　懲戒処分

　(2)　公務災害補償の申請件数

　(2)　人事評価

　(2)　職務専念義務免除

正規の勤務時間 休憩時間

７時間４５分（週３８時間４５分）
１２：００ ～ １３：００

８：３０ ～ １７：１５

区　分 付与日数 取得状況 備考

有給休暇 年間　２０日
（20 日）

平均　１３．３日
（12.0 日）

R2.1.1 ～ R2.12.31
R2.4.1 ～ R3.3.31

夏季休暇      　 ３日
（３日）

平均　　２．９日
（3.0 日）

育児休業 子が３歳に達するまでの期間 取得者数　１１人 無給

事項 対象者など 実施金額
四万十町 法定健康診断 希望職員 118,910 円

高知県市町村互助会
給付事業、短期人間ドックの利用助成、保養施
設利用助成、厚生事業、貸付事業、退職福祉
部事業、団体定期保険事業

該当職員・希望職員
19,021,430 円

（内会員掛金額）
11,910,930 円

【特記事項】　高知県市町村互助会会員数　３５８人　（令和２年４月１日現在）

研修機関 研修区分 研修内容 受講者

こうち人づくり広域連合

階層別研修 新規採用、５年目、１０年目、係長、課長補佐、課長、基本研修（一般）、基
本研修（管理職） ６１

能力向上
・開発研修

自治体法務入門、地方自治法、基礎から学ぶ複式簿記、決算書の見方、行
財政問題研究、先進事例研究セミナー、契約事務基礎、起案文書作成基礎、
パソコン集合、ｅ- ラーニング、リスクマネジメント、メンタルヘルス、ＯＪＴ
の進め方、防災・減災力向上セミナー、意識改革セミナー、接遇研修

８９

地域力
創造研修 広域連合企画 ４

政策研究
共同研修 政策研究共同研修 １

高知県
― 高知県知的財産セミナー　知財×デジタル＜オンライン＞ １
― ホント～に怖いよ！著作権！！ １
― IT・コンテンツアカデミー　デジタル化推進講座＜全５回＞ ４

日本経営協会 キャッシュ・フロー計算書入門＜オンライン＞ １
総務省統計研究

研修所 初めて学ぶ統計＜オンライン＞ １

町独自の主な研修 ―

人事評価制度研修（新採職員） ９
人事評価制度　期中面談研修 ３１
人事評価制度　業績・能力評価研修 ３１
人権研修（四万十町人権教育研究協議会講演会） ２９
特定個人情報保護 安全管理措置研修 ８２
ストレスチェック制度職員研修 １２２
マイナンバー制度・安全管理措置研修 ８０
心にひびく接遇好感度向上研修 ４３
ＲＰＡ研修会 ２９
パッと伝わるデザイン戦術研修 ８０
ハラスメント防止研修 ５６

区　　　　分 承認件数
厚生に関する計画の実施に参加する場合 １件

その他特別の事由がある場合 ０件

降任 免職 休職 降給 計

　０ ０ ０ ０ ０

許可件数 ６５件（農業、区長および国勢調査の調査員などを含みます）

区　　分 戒告 減給 停職 免職 計

地方公務員法などに違反 ０ １ ０ ０ １

区　分 件　数 公務災害の概要
公務災害 　３件 交通事故など

職員の勤務条件に関する措置の要求 要求件数　０件

職員に対する不利益処分に関する不服申立 申立件数　０件

勤勉手当 昇給
上位 標準 下位 上位 標準 下位

分布率 ０．５９％ ９９．１１％ ０．３０％ ０％ ９９．１１％ ０．８９％

分限処分：職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行われる、職員の意に反する不利益な身分上の変動をもたらす処分。

懲戒処分：職務上の義務違反など、公務員としてふさわしくない非行があった場合に行われる処分。

※法律または条例の定めに該当する場合、限定的にその職務専念義務免除が認められています。

※規則により任命権者が認める場合に限り、例外的に営利企業などに従事する許可を得ることができます。
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も
と
よ
り
、「
出
産
祝
い
金
増
額
の
提
案
」、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
大
容
量
化
・
高
速
化
の

要
望
」、「
人
手
不
足
の
職
種
分
析
」、「
町

特
産
品
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
Ｐ
Ｒ
会
社
の

設
立
」
な
ど
、
町
行
政
へ
の
意
見
も
い
た
だ

き
有
意
義
な
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
魅
力
化
施
策
は
、
地
域
創
生
施
策

の一端
を
担
う
も
の
で
す
の
で
、
地
域
の
子
ど

も
達
が
安
心
し
て
学
べ
る
場
の
存
続
に
向
け

て
地
域
全
体
で
応
援
し
、
次
代
を
担
う
若

者
の
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

■
家
地
川
地
域
活
性
化
拠
点
施
設
の

　
利
用
状
況

　

７
月
に
開
所
し
た
同
施
設
は
、
指
定
管

理
者
の
四
万
十
オ
ル
モ
組
合
が
管
理
し
な
が

ら
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
「
け
や
き
」
と
し

て
地
域
コ
ン
ビ
ニ
の
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
８
月
末
時
点
の
利
用
状
況
は
、
地
域
コ
ン

ビ
ニ
の
レ
ジ
通
過
総
数
が
３
１
５
件
・
売
上

額
11
万
４
千
円
と
な
っ
た
ほ
か
、
会
議
室
な

ど
利
用
者
は
61
人
で
徐
々
に
利
用
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

簡
易
宿
泊
施
設
は
、
短
期
滞
在
の
宿
泊

利
用
者
が
延
べ
28
人
で
想
定
以
上
の
利
用
が

あ
り
、
９
月
以
降
に
は
長
期
滞
在
予
約
も
あ

り
ま
す
の
で
観
光
協
会
な
ど
と
も
連
携
し
て

利
用
拡
大
に
努
め
ま
す
。

■
農
林
業
関
係
大
型
事
業
の
進
捗
状
況

　

前
回
定
例
会
で
、「
事
業
実
施
に
あ
た
っ

て
地
域
住
民
の
理
解
を
十
分
得
る
よ
う
強

く
求
め
る
」
と
の
付
帯
決
議
が
さ
れ
た
農
林

水
産
課
所
管
の
大
型
補
助
事
業
の
状
況
報

告
で
す
。

　
該
当
の
３
事
業
は
、
事
業
主
体
の
責
任
と

し
て
、
必
要
な
許
可
手
続
き
な
ど
を
遺
漏

な
く
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
手
続
き

上
の
関
係
住
民
の
み
で
な
く
、
幅
広
く
地
域

住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
Ｊ
Ａ
高
知
県
が
ニ
ラ
の
集

出
荷
場
を
整
備
す
る
「
強
い
農
業
・
担
い
手

づ
く
り
総
合
支
援
事
業
」
で
は
、
治
水
に

対
す
る
住
民
説
明
が
十
分
で
な
い
こ
と
に
配

慮
し
、
補
助
対
象
外
の
造
成
工
事
を
中
断

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
関
係
機
関
と

協
議
を
重
ね
、
本
年
６
月
に
Ｊ
Ａ
高
知
県

主
催
で
住
民
説
明
会
を
行
い
、
お
お
む
ね
理

解
を
得
ら
れ
た
た
め
造
成
工
事
を
再
開
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
建
屋
の
建
築
や
機
械
の
設

置
は
、
国
庫
補
助
事
業
の
採
択
を
待
ち
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　

次
に
、
四
万
十
ポ
ー
ク
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協

議
会
が
畜
舎
の
新
築
な
ど
を
行
う
「
畜
産

競
争
力
強
化
整
備
事
業
」
は
、
四
国
デ
ュ

ロッ
ク
フ
ァ
ー
ム
に
養
豚
畜
舎
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。
早
く
か
ら
計
画
が
あ
っ
た
た
め
昨

年
９
月
に
住
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
質
疑
応
答
を
通
じ
て
事
業
着
手
に
対
し

「
異
議
な
し
」
と
の
意
見
集
約
が
さ
れ
た
た

め
、
既
に
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
事
業

は
３
か
年
計
画
で
す
の
で
、
今
後
も
必
要
に

応
じ
て
住
民
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
る
よ
う
助

言
し
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
、
協
同
組
合
高
幡
木
材
セ
ン
タ
ー

が
木
材
加
工
施
設
を
整
備
す
る
「
木
材
加

工
流
通
施
設
整
備
事
業
」
で
は
、
同
セ
ン

タ
ー
が
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
手
続
き
な
ど

で
関
係
住
民
に
説
明
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
町
内
で
は
異
例
の
大
規
模
製
材
施
設
の

た
め
、
改
め
て
事
業
主
体
と
町
が
協
議
し
、

本
年
５
月
に
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
質
疑
応
答
を
通
じ
て
、
新
た
に
防
音

壁
設
置
な
ど
住
民
生
活
に
配
慮
し
た
対
策

も
説
明
し
、
お
お
む
ね
理
解
を
得
ら
れ
た
た

め
同
年
６
月
の
起
工
式
を
経
て
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
今
後
も
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
る
事
業
実
施
と
な
る
よ
う
各
事
業
主
体

と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

■
小
中
学
校
適
正
配
置
計
画
の
推
進

　

第
２
期
四
万
十
町
立
小
中
学
校
適
正
配

置
計
画
に
基
づ
く
中
学
校
の
統
合
は
、
１

年
延
期
し
た
北
ノ
川
中
学
校
と
大
正
中
学

校
の
統
合
を
来
年
度
に
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
こ
の
統
合
に
よ
っ
て
計
画
ど
お
り
窪
川
、

大
正
、
十
和
地
域
に
各
１
校
と
な
り
ま
す
。

　

小
学
校
は
、
令
和
３
年
度
の
推
計
児
童

数
に
よ
り
令
和
６
年
４
月
の
統
合
を
判
断
す

る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
学
校
存
続
の

要
望
、
学
校
区
や
地
域
で
の
新
た
な
取
り
組

み
や
小
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を

踏
ま
え
、
中
学
校
統
合
後
の
状
況
も
確
認

し
た
上
で
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
四
万
十
町
学
校
適
正
配
置

な
ど
推
進
本
部
会
で
は
、
時
期
を
令
和
７
年

４
月
以
降
と
す
る
こ
と
、
枠
組
み
も
柔
軟
に

対
応
す
る
こ
と
を
運
用
上
の
方
針
と
し
て
決

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
な
ど
と
の
合

意
形
成
が
早
く
で
き
れ
ば
、
統
合
時
期
も

前
倒
し
で
き
る
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。
な

お
、
計
画
変
更
は
、
し
ば
ら
く
の
間
行
わ
ず
、

統
合
時
期
な
ど
の
目
途
が
立
っ
た
時
点
で
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
学
校
区
を
基
本
と
し
た
説
明

会
を
行
い
、
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
３
年
9
月

令
和
３
年
9
月

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会

行
政
報
告（
要
旨
）

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会

行
政
報
告（
要
旨
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

は
、
全
国
で
33
都
道
府
県
が
緊
急
事
態
宣

言
ま
た
は
ま
ん
延
防
止
な
ど
特
別
措
置
地
域

に
指
定
さ
れ
る
ほ
ど
の
非
常
事
態
と
な
り
、

高
知
県
も
27
日
か
ら
同
特
別
措
置
地
域
の

適
用
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
低
減
の
た
め
音

声
告
知
放
送
な
ど
に
よ
り
、
町
民
や
事
業
者

に
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
、
出
勤
者
数
７

割
削
減
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
８
月
30
日
に
役
場
本
庁

職
員
の
感
染
が
確
認
さ
れ
、
皆
様
に
は
ご
心

配
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
町
職
員

の
濃
厚
接
触
者
は
３
人
で
し
た
が
、
そ
の
他

の
接
触
者
を
含
む
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
結
果
は
全

員
陰
性
で
し
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
学
校

関
係
者
の
感
染
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
学

校
内
の
消
毒
作
業
を
行
い
予
定
ど
お
り
２
学

期
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
の
報
告
で
す
。

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
接
種
は
、
７
月
末

ま
で
に
接
種
希
望
者
の
接
種
が
計
画
ど
お
り

完
了
し
、
接
種
率
は
１
回
目
が89.35

％
、

２
回
目
が87.50

％
で
、
全
国
平
均
と
同

水
準
で
す
。
な
お
、
未
接
種
者
に
つ
い
て
は
、

「
接
種
を
希
望
し
て
い
る
が
、
何
ら
か
の
理

由
が
あ
り
接
種
で
き
な
い
事
例
が
な
い
か
」

な
ど
を
調
査
し
、
現
在
は
そ
の
結
果
を
整
理

し
て
支
援
の
必
要
性
を
検
討
中
で
す
。

　
64
歳
以
下
の
接
種
は
、
８
月
13
日
か
ら
12

歳
以
上
の
対
象
者
全
員
の
予
約
受
付
を
開

始
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
８
月
31
日
時
点
の
町
全
体
の
接
種
率
は
、

１
回
目
が74.73

％
、
２
回
目
が62.33

％

で
、
国
が
掲
げ
る
目
標
の
「
８
月
末
に
国
民

の
半
分
に
接
種
」
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
感
染
の
収
束
に
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
有
効
な
手
段
と
考
え
て
お
り
、
積

極
的
に
接
種
を
勧
め
ま
す
。
接
種
希
望
者
に

は
、
10
月
末
ま
で
に
２
回
接
種
が
完
了
す
る

よ
う
９
月
12
日
ま
で
の
予
約
を
お
願
い
し
て

ワ
ク
チ
ン
の
確
保
な
ど
に
努
め
ま
す
。
な
お
、

本
町
の
集
団
接
種
は
10
月
末
ま
で
と
し
、
11

月
以
降
の
個
別
接
種
は
、
12
歳
到
達
者
の

接
種
を
中
心
と
し
た
接
種
体
制
を
構
築
す

る
予
定
で
す
。

■
町
道
大
道
日
吉
線
の
山
手
崩
壊

　

本
年
７
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
町
道
大

道
日
吉
線
の
口
大
道
集
会
所
か
ら
２
０
０ｍ

上
流
付
近
で
大
規
模
な
山
手
崩
壊
が
発
生

し
、
全
面
通
行
止
め
と
し
て
い
ま
し
た
。
現

在
は
時
間
規
制
に
よ
る
水
道
管
移
設
工
事

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
後
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を

設
置
し
て
通
行
制
限
を
解
除
す
る
予
定
で

す
。

　

今
後
は
、
公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業
の

査
定
を
受
け
て
早
期
復
旧
を
目
指
し
ま
す
の

で
、
工
事
期
間
中
は
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
文
化
的
施
設
整
備
事
業
の
進
捗
状
況

　

本
事
業
に
関
す
る
町
民
の
皆
様
と
の
意
見

交
換
な
ど
は
、
経
過
な
ど
の
「
説
明
」
に

重
点
を
置
い
た
進
め
方
か
ら
ス
テ
ー
ジ
を
進

め
、「
意
見
交
換
」
の
場
と
な
る
よ
う
進
め

て
い
ま
す
。

　

８
月
に
は
、
建
設
予
定
地
周
辺
住
民
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
小
学

３
年
生
か
ら
高
校
生
を
対
象
に
「
意
見
公

募
手
続
体
験
」
や
「
ロ
ボ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
行
い
、
子
ど

も
達
を
通
じ
て
保
護
者
の
皆
様
に
も
施
設
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
場
の
提
供
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
「
本
事
業
に
関
す
る
意
見
や
質
問
」、「
実

施
設
計
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
対
す
る
意

見
や
提
案
」
を
伺
う
た
め
６
月
か
ら
実
施
し

た
意
見
公
募
手
続
で
は
、
計
15
名
・
46
件
の

ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、「
賛
成
」
お
よ
び
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
賛
成
」
が
33
件
・
72
％
、「
そ

の
他
」
を
除
き
「
反
対
」
お
よ
び
「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
は
８
件
・
17
％
で
、

人
数
的
に
も
大
半
が
施
設
整
備
に
前
向
き
な

ご
意
見
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
詳

細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
い
た

だ
け
ま
す
。

　

次
に
、
文
化
的
施
設
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
「
基
本
的
な
考
え
方
」
と
「
具
体
的

な
実
行
計
画
」
を
示
す
サ
ー
ビ
ス
計
画
は
、

本
年
８
月
に
素
案
と
し
て
取
り
ま
と
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
施
設
の
基
本
構
想
策
定
に

携
わ
っ
た
元
文
化
的
施
設
検
討
委
員
会
委
員

と
の
意
見
交
換
会
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
、

社
会
教
育
委
員
会
、
図
書
館
協
議
会
、
美

術
館
運
営
審
議
会
お
よ
び
文
化
財
保
護
審

議
会
に
も
意
見
を
伺
い
、
本
年
12
月
の
サ
ー

ビ
ス
計
画
案
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て
引
き

続
き
協
議
・
調
整
を
重
ね
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

■
地
元
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会

　
町
内
高
校
２
校
の
存
続
に
向
け
た
施
策
と

し
て
、
学
校
生
活
環
境
の
向
上
や
保
護
者

負
担
の
軽
減
を
目
的
に
「
学
校
給
食
」
と

「
入
学
祝
い
金
制
度
」
を
本
年
度
か
ら
導

入
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
本
年
度
の
入
学
者
数
は
、

窪
川
高
校
29
名
、
四
万
十
高
校
20
名
と
な

り
、
高
知
県
教
育
委
員
会
が
策
定
し
た
県

立
高
等
学
校
再
編
振
興
計
画
・
後
期
実
施

計
画
に
定
め
ら
れ
た
両
校
の
統
合
要
件
で
あ

る
20
名
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

先
般
開
催
し
た
両
校
１
年
生
と
の
意
見

交
換
会
で
は
、
高
校
生
活
に
関
す
る
意
見
は

地元高校生との意見交換会の様子
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お知らせ お知らせ

工　事　名　など 工事場所など 落札業者名 契約金額　（円） 入札日 工    期

令和３年度　防安金　第６－０１０－１号 
町道神ノ川線　道路改良工事 中神ノ川 ㈲三浦建設 46,420,000 8/19 8/26 ～1/20

令和３年度　防安金　第１－０１６－１号 
町道轟川線　改良工事 見付 ㈲武市建設 36,300,000 8/19 8/26 ～2/10

令和３年度　町営住宅奥内第３団地新築工事
（建築主体） 大井川 ㈲岡田建設 40,909,000 8/19 8/26 ～1/31

令和３年度　町営住宅奥内第３団地新築工事
（電気設備） 大井川 山本電工 4,378,000 8/19 8/26 ～1/31

令和３年度　町営住宅奥内第３団地新築工事
（機械設備） 大井川 ㈱芝電気工事店 7,249,000 8/19 8/26 ～1/31

令和３年度　四万十荘照明設備ＬＥＤ化工事 大正 ㈱芝電気工事店 7,216,000 8/19 8/26 ～11/30

中平家屋敷解体撤去工事 大井川 芝工務店 4,213,000 8/26 9/2 ～12/24

令和３年度　轟公園遊具など整備工事 
（道の駅四万十大正再整備事業） 大正 ㈱井原組 12,870,000 8/26 9/2 ～2/28

令和３年度　入　札　結　果　（令和３年８月実施分）

※予定価格 250 万円以上の工事・委託業務についてのみ公表しています。　契約金額は、消費税および地方消費税込みの金額。

財政健全化法に基づく健全化判断比率などを公表します
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、令和２年度決算に基づく「健全化判断比率」並びに公営企
業会計ごとの「資金不足比率」を公表します。この法律は、地方公共団体の財政状況を指標として算定・公表し、
健全化の状況をより明らかにするためのものです。
　本町における「健全化判断比率（４指標）」と「資金不足比率」は、いずれも下表のとおり健全化法の基準である「早
期健全化（経営健全化）基準」を下回っており、現時点では適正な水準にあります。今後も四万十町総合振興計画
に位置づけられた将来像に向け、健全な財政を維持していきます。 
※ 下表の早期健全化（経営健全化）基準および財政再生基準は、いずれも令和２年度決算に対する基準を表示しています。
※ 各指標の算定資料の書類などは、総務課（財政班）に備えています。

※ 「①実質赤字比率」および「②連結実質赤字比率」は赤字がないため、また「④将来負担比率」については実質的な将来負担額がないため、いずれも「―」
で表示しています。

※⑤資金不足を生じた会計はなく、算定されませんでした。（資金不足額がないため「―」で表示しています。）

◎健全化判断比率

◎資金不足比率

指標
四万十町 ［上段］早期健全化基準

備　考（ 説 明 ）
令和２年度

決算
令和元年度

決算 ［下段］財政再生基準

健
全
化
判
断
比
率

①実質赤字比率 ― ％ ― ％
13.53％

一般会計などの実質赤字比率
20.00％

②連結実質赤字比率 ― ％ ― ％
18.53％

全ての会計の実質赤字比率
30.00％

③実質公債費比率 6.0％ 7.2％
25.0％ 公債費および公債費に準じた経費の比重を示

す比率35.0％

④将来負担比率 ― ％ ― ％
350.0％ 地方債残高のほか一般会計などが将来負担す

べき実質的な負債を捉えた比率

指
標 公営企業会計名

四万十町
経営健全化基準

令和２年度
決算

令和元年度
決算

健
全
化

判
断
比
率

水道事業会計 ― ％ ― ％
20.00%下水道事業特別会計 ― ％ ― ％

農業集落排水事業特別会計 ― ％ ― ％

■財政健全化法に基づく健全化判断比率などについて
　健全化判断比率（資金不足比率）とは、地方公共団体における財政の健全性を示す基準の一つで、地方公共団体
の財政状況を統一的な指標で明らかにし、必要に応じて早期に是正を行うことにより、地方公共団体の財政破綻など
を未然に防ぐことを目的としています。
　各指標には、財政規模などによって「早期健全化基準（経営健全化基準）」と「財政再生基準」といった基準が定
められており、健全化判断比率のいずれかが「早期健全化基準」以上となった場合、または資金不足比率が「経営
健全化基準」以上となった場合は財政健全化計画を策定し、健全化に向けて計画的に取り組まなければなりません。
また、健全化判断比率のいずれかが「財政再生基準」以上となった場合は、いわゆる赤字再建団体となり、財政再
生計画を策定し、国などの関与による確実な再生が求められることになります。
※各指標とも、数値が低い（または算定されない）ほど財政状況が健全であることを示しています。

広
告
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健康診査・がん検診
内　容 日　付 時　間 場　所 お問い合わせ

結核・肺がん、胃がん、大腸がん、
特定健診（後期高齢者健診） 10/31（日）

8:30 〜 9:30
（受付時間） 大正健康管理センター 大正　町民生活課((

27-0112
十和　町民生活課((

28-511213:00 〜14:00
（受付時間） 十和地域振興局

健診・相談 日　付 時　間 場　所 お問い合わせ

赤ちゃん相談 11/10（水） 13:30 〜16:00 窪川地域子育て支援センター
健康福祉課((

22-3115
1 歳 6か月児健診 10/20（水） 対象者に個別通知 四万十町役場東庁舎

乳幼児健診 10/26（火） 対象者に個別通知 大正健康管理センター

大正　町民生活課((

27-0112
十和　町民生活課((

28-5112

母乳相談
10/14（木） 9:30 〜11:30 十和地域子育て支援センター 十和　町民生活課((

28-5112

11/16（火） 9:30 〜11:30 大正地域子育て支援センター 大正　町民生活課((
27-0112

子育て通信

24時間年中無休無料 ▶健康・医療・介護・育児相談
▶医療機関情報の提供しまんと健康ホットライン ☎0120-788-410

医
　
股
関
節
に
は
、
ボ
ー
ル
の
形
を
し
た
大
腿

骨
頭
と
、
少
し
く
び
れ
た
大
腿
骨
頸
部
と
、

大
き
く
張
り
出
し
て
筋
肉
の
付
着
部
と
な
る

大
腿
骨
転
子
部
が
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の

股
関
節
骨
折
は
、
大
腿
骨
頸
部
ま
た
は
大
腿
骨
転
子
部
（
転
子
下
）

で
発
生
し
ま
す
。

　
こ
の
骨
折
は
骨
粗
し
ょ
う
症
の
高
齢
者
が
多
く
、
ま
た
、
骨
粗

し
ょ
う
症
と
診
断
さ
れ
て
い
な
い
方
に
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。こ
れ
は
、

加
齢
に
よ
る
変
化
で
骨
が
弱
く
な
って
い
る
こ
と
に
加
え
、
身
の
こ
な

し
が
鈍
く
な
り
転
倒
し
や
く
な
って
い
る
か
ら
で
す
。

　
屋
内
で
つ
ま
づ
い
た
り
、
ベッ
ド
か
ら
ず
り
落
ち
た
り
す
る
な
ど
の

小
さ
な
外
力
で
骨
折
し
ま
す
。
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
年
々
患
者

数
は
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

多
く
の
場
合
は
、
痛
み
と
力
が
入
ら
な
い
た
め
に
、
転
ん
だ
そ
の

場
で
動
け
な
く
な
り
ま
す
。
ご
く
ま
れ
に
わ
ず
か
な
骨
折
や
ひ
び
が

入
っ
た
程
度
の
場
合
は
、
立
つ
こ
と
や
歩
く
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
股

関
節
部
の
強
い
痛
み
が
続
き
ま
す
。

　
医
療
機
関
で
は
ま
ず
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
撮
り
ま
す
。
骨
折
が

明
ら
か
な
場
合
は
こ
こ
で
診
断
が
つ
き
ま
す
。
し
か
し
骨
折
線
が
細

い
場
合
は
最
初
に
撮
影
し
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
は
確
認
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
、
こ
こ
で
骨
折
は
な
い
と
判
断
し
て
し
ま
う
と
、
患
者

さ
ん
は
痛
い
な
が
ら
も
歩
い
て
し
ま
い
、
結
果
ず
れ
て
い
な
い
ヒ
ビ
だ

け
の
骨
折
だ
っ
た
の
が
、
大
き
く
折
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

骨
折
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
行
い
、
骨
折
の
有
無
を
判

断
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
当
院
に
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
あ
り
ま
せ
ん
）

　
　
　
　
四
万
十
町
国
保
大
正
診
療
所

筒
井
崇
・
中
澤
彩
花
・
大
川
剛
史
（
執
筆
）

大
腿
骨
近
位
部
骨
折
の

お
は
な
し

「
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
」
と
は
ど
ん
な
骨
折
な
の
か

健 康 広 場
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募 指定管理者募集

　指定管理者制度は、町が設置した
公の施設について、民間事業所など
のノウハウを活用し、住民サービスの
向上を図るためのものです。

四万十町滞在型市民農園

▼指定期間
令和４年４月１日～令和９年３月３１日

▼所在地：四万十町本堂７０７番地５２

▼提出書類
①申請書類　指定管理者指定申請

書および関係書類
②提出部数　正本１部、写し１部

▼提出期限
１１月９日（火）午後５時１５分必着

▼提出・お問い合わせ先
にぎわい創出課　

((

２２－３２８１

四万十町昭和ふるさと交流センター

▼指定期間
令和４年４月１日～令和９年３月３１日

▼所在地
四万十町昭和６６９番地２周辺一帯

▼提出書類
①申請書類　指定管理者指定申

請書および関係書類
②提出部数　正本１部、写し１部

▼提出期限
１１月９日（火）午後５時１５分必着
■提出・お問い合わせ先

十和　地域振興課　

((

２８-5111

Information

▶行政相談…【窪川】行政相談員 森 英真 【大正・十和】行政相談員 山本 安弘
無料相談
（秘密厳守です。）

休日水道修理当番休日在宅当番医

10/16（土） 桑原水道 ((

22-1163

10/17（日） 横山水道設備 ((

22-3608

10/23（土） 岩本商店 ((

22-2716

10/24（日） 日化住宅機器 ((

22-0407

10/30（土） 宮脇水道 ((

22-1581

10/31（日） 高橋設備 ((

22-0662

11/3（水） 桑原水道 ((

22-1163

11/6（土） 横山水道設備 ((

22-3608

11/7（日） 岩本商店 ((

22-2716

10/17（日） 大西病院 ((

22-1191

10/24（日）

くぼかわ病院 ((

22-1111
10/31（日）

11/3（水）

11/７（日）

大正診療所でも、休日・夜間の
急患の診療に対応しています。
必ず電話で確認 のうえ受診をお願いします。

((

27-0210

内容 日時 場所 お問い合わせ先

１日行政相談【窪川】 11/9（火） 10:00～15:00
農村環境改善センター　２階
第１会議室

総務課((

22-3111
１日行政相談【窪川】 12/14（火） 10:00～15:00

１日行政相談【大正】 12/9（木） 10:00～12:00 大正地域振興局　２階　応接室 大正　地域振興課((

27-0111

１日行政相談【十和】 12/9（木） 13:00～15:00 十和地域振興局　２階　第２会議室 十和　地域振興課((

28-5111

！ 休日水道修理当番は窪川地域のみです。
大正・十和地域の方は各地域振興局にお問い合わせください。

大正 地域振興課　



27-0111
十和 地域振興課　



28-5111

Information

募

募

町営住宅入居者募集

総合振興計画意見公募

▼募集戸数：2 戸

▼募集住宅
大井川団地・3DK、江師第 1 団地・
3DK

▼申込受付期限　１０月２９日（金）必着

▼必要な書類
入居申込書・住民票・完納証明・
所得を証明する書類

　令和３年４月に高知県立高知国際中
学校夜間学級（夜間中学）が開設さ
れました。
　中学校の卒業資格がほしい方、も
う一度中学校の学習を学び直したい
方のための、高知県初の公立中学校
夜間学級です。
　学校の場所は、ＪＲ高知駅から徒歩
約８分（高知市新本町）の所です。
　１０月１日から、令和４年４月に入学
する生徒の募集を開始します。

▼対　　象
高知県内にお住まいの義務教育の
年齢を超えた方で、国籍にかかわら
ず、３年間続けて通学できる方のう
ち
①小学校や中学校を卒業していな

い方
②中学校を卒業した方のうち、不

登校や病気などの理由で十分学
校に通えなかった方

▼募集期間
　１０月１日〜１２月３日（金）
▼募集案内配布場所

四万十町教育委員会 学校教育課
高知県教育委員会事務局高等学校課
高知国際中学校夜間学級
※高知県教育委員会のホームペー
ジからダウンロードもできます。

▼入学希望申請書提出方法
　募集案内配布場所に持参・郵送
■お問い合わせ先
　高知県教育委員会事務局 高等学校課　　((

０８８－８２１－４９０７
メールアドレス
311701@ken.pref.kochi.lg.jp
〒780-0850　高知市丸ノ内１-７-５２

第 2次四万十町総合振興計画後期基本計
画（案）の意見公募手続きを実施します
　第 2 次四万十町総合振興計画につ
きましては、平成 29 年度から令和 8
年度までの10年間を計画期間として、

「山　川　海　自然が　人が元気で
す　四万十町」をまちの将来像に掲
げ、各種施策を推進しています。
　さて、この総合振興計画につきま
しては、基本計画を５年ごとに見直す
こととしており、今年度中に後期基本
計画（令和４年度から令和８年度まで）
の策定を行うよう取り組んでいるとこ
ろです。つきましては、このたび後期
基本計画（案）をとりまとめましたの
で、町民の皆さまからのご意見を募集
します。

募 夜間中学の生徒を
募集します！

高知県　夜間中学 検索

今月の納期 

納期 内容 お問い合わせ先

11/1
（月）

町県民税
（３期） 税務課((

22-3116国民健康保険税
（４期）

介護保険料
（４期）

高齢者支援課((

22-3900
後期高齢者医療
保険料（４期）

町民課((

22-3117

▼意見公募期間
11 月 15 日（月）～ 12 月 6 日（月）

▼資料の閲覧方法
①閲覧所での閲覧　⇒　本庁１階閲

覧所、大正地域振興局 1 階閲覧
所、十和地域振興局 1 階閲覧所、
興津出張所閲覧所

②町ホームページでの閲覧
　http://www.town.shimanto.lg.jp/

 ▼意見の提出方法
①意見箱による投函
②郵送の場合　〒786-8501 高知

県高岡郡四万十町琴平町 16-17　
四万十町役場　企画課宛

③ FAX の場合　0880-22-3123
④直接提出する場合
　役場企画課へお越しください。
⑤電子メールの場合
　103080@town.shimanto.lg.jp

■お問い合わせ先
企画課　

((

２２-3124

▼その他
①申し込みは１回の募集において１

世帯につき１通に限ります。
②入居資格、申込み方法などについ

ては建設課までお問い合わせくだ
さい。

▼申込書配布場所
建設課、大正・十和地域振興局、興
津出張所
■お問い合わせ先
　建設課　

((

２２-3120
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i 『第２期四万十町立小中学校適正配置計画』に基づく
小学校の統合の進め方（方針）について

現計画と運用方針
■統合時期：令和６年４月の統合　⇒　令和７年４月以降に統合
　　　　　　　（※保護者等の同意が得られれば前倒しも可能）

■統合の枠組み　　⇒　柔軟な対応に向けた検討も可能
●仁井田・影野・七里・米奥・川口小を窪川小へ統合

※松葉川・仁井田地区については当該地区の現２校合わせて適正規模が維
持できる場合は当該地区１校に統合

●興津小を東又小へ統合
●北ノ川小を田野々小へ統合
●昭和小を十川小へ統合

Information Information

i i国民年金保険料の免除
について

自賠責保険・自賠責共
済のご案内

新型コロナウイルス感染症の影響に
よる減収を事由とする国民年金保険
料の免除について
　令和 2 年 5 月 1 日から、新型コロ
ナウイルス感染症の影響により国民年
金保険料の納付が困難となった場合
の臨時特例手続きが開始されました。

▼対象となる方
　臨時特例による国民年金保険料
の免除・猶予および学生納付特例
申請は、以下の 2 点をいずれも満
たした方が対象になります。
①令和 2 年 2 月以降に、新型コロ

ナウイルス感染症の影響により
収入が減少したこと。

②令和 2 年 2 月以降の所得の状況
からみて、当年中の所得の見込
みが、現行の国民年金保険料の
免除などに該当する水準になる
ことが見込まれること。

▼対象期間
　令和 2 年 2 月分以降の国民年金
保険料が対象

▼申請先・申請方法
　申請書は必要な添付書類ととも
に、住民登録をしている市役所・町
村役場、または年金事務所へ郵送
してください。

▼申請に必要な書類
　臨時特例による免除の申請に必
要な書類は以下の 2 つの書類とな
ります。申請の際には、必ず 2 つ
揃えて、郵送によりご提出ください。
①国民年金保険料免除・納付猶予

申請書
②所得の申立書
※詳しくは、最寄りの年金事務所ま

たは、ねんきん加入者ダイヤル
までご相談ください。

■お問い合わせ先
　ねんきん加入者ダイヤル　　　　

((

０570-003-004（ナビダイヤル）
なお、「050」から始まる電話番号か
らおかけになる場合は、
東京

((

０3-6630-2525（一般電話）  
におかけください。

　第２次四万十町中期財政計画（後
期 5か年）（案）の意見公募手続き
を実施します
　本町では、最上位計画である総合
振興計画とあわせて中期財政計画を
策定していますが、今年度末をもって
平成 29 年度から令和 3 年度までの
前期計画期間が満了となることから、
令和 4 年度以降における本町の財政
運営方針を明らかにするとともに、健
全財政を維持しつつ、効果的で持続
性のある財政運営のもと、総合振興
計画を着実に実行するため、令和 4
年度から令和 8 年度までの 5 年間を
計画期間とする「第 2 次四万十町中
期財政計画（後期 5 か年）」の策定に
取り組んでいます。
　このたび計画案を取りまとめました
ので、町民の皆さまのご意見を募集
します。

▼意見公募期間
　11月 15日（月）〜12月 6日（月）

▼資料の閲覧方法
①閲覧所での閲覧　⇒　本庁 1 階

閲覧所、大正地域振興局 1 階閲
覧所、十和地域振興局 1 階閲覧
所、興津出張所閲覧所

②町ホームページでの閲覧
　　https://www.town.shimanto.lg.jp/

▼意見の提出方法
　①意見箱による投函
　②郵送の場合　〒786-8501
　　高知県高岡郡四万十町琴平町
　　16-17　　　
　　四万十町役場　総務課　宛
　③ FAX の場合
　　0880-22-3123
　④直接提出する場合
　　役場総務課へお越しください。
　⑤電子メールの場合
　　101010@town.shimanto.lg.jp
■お問い合わせ先
　総務課　

((

２２-3111

募 中期財政計画意見公募

「自賠責　切れていませんか？」
　交通事故による死傷者数は年々減
少傾向にあるものの、令和２年の事故
発生件数は約３１万件、死傷者数は約
３７万人と、国民の誰もが交通事故の
被害者にも加害者にもなり得る極めて
深刻な状況となっています。
　交通事故は車社会の負の部分であ
り、被害者にとっても加害者にとって
も悲惨な結果をもたらすものです。
　自賠責保険・共済は、すべてのク
ルマ・バイク１台ごとに加入が義務づ
けられており、加害者の賠償責任を
担保することで、被害者の基本的な
賠償を保障する制度であり、被害者
の救済を目的としています。
　一人ひとりが、より一層自賠責制度
の役割や重要性、保険金・共済金の
支払いのしくみなどを十分に理解・認
識することがとても大切です。

自賠責保険・共済なしでの運行は
法令違反です！

自賠責保険・共済は、万一の自動車
事故の際の基本的な対人賠償を目的
として、自動車損害賠償保障法に基
づき、原動機付自転車を含むすべて
の自動車に加入が義務づけられてお
り、自賠責保険・共済なしで運行する
ことは法令違反ですのでご注意下さ
い！
　四輪車ももちろんですが、特に、
車検制度のない 250cc 以下のバイク

（原動機付自転車・軽二輪自動車）は、
有効期限切れ、かけ忘れにご注意を！
なお、自賠責制度の詳しい内容は、
http://www.jibai.jp でご覧になれ
ます。
■お問い合わせ先
　国土交通省　四国運輸局
　高知運輸支局　輸送・監査部門　　　((

０８８－８６６－７３１１

　「第２期四万十町立小中学校適正配
置計画」は、少子化の進展や学校施
設の老朽化への対応も含め、将来の
望ましい教育環境のあり方を検討し策
定したものです。
　しかし、新型コロナウイルス感染症
など子どもたちを取り巻く環境も急激

学校名
児童数

令 3 令 4 令 5 令 6 令 7 令 8 令 9

仁井田小学校 4 5 3 3 4 5 5

影野小学校 4 4 3 5 4 1 4

七里小学校 8 8 6 13 2 4 3

米奥小学校 4 7 3 3 4 2 2

窪川小学校 37 41 39 45 26 35 42

川口小学校 6 3 2 3 5 2 6

東又小学校 15 9 9 14 5 9 9

興津小学校 1 2 2 3 0 2 0

田野々小学校 7 7 11 10 4 12 5

北ノ川小学校 7 2 5 4 4 2 4

十川小学校 6 6 10 7 11 6 6

昭和小学校 2 3 1 3 5 3 3

計 101 97 94 113 74 83 89

小学校別　1学年に入学する児童数推移

R03.05.01 現在

に変化しており、特に小学校が持つ
多様な機能にも留意し、今後も保護
者や地域住民の十分な理解と協力を
得る必要があると考えます。
　このため、小学校の適正配置（統
合）計画を進めるにあたり、運用上
の方針を下記のとおり決定しましたの

で、学校区を中心とした説明会を開催
し、十分に協議を進めていきます。皆
さまのご理解とご協力をお願い申し上
げます。
※ 13 ページの四万十町議会定例会

「行政報告（要旨）」もご覧ください。

ii 次回年金相談のお知らせ教育委員会の点検・評価
の公表について

▼日時
　令和 3 年 12 月 1 日（水）
　10:00 ～ 15:00

▼場所
　役場西庁舎　1 階会議室
　※年金事務所へ予約が必要です
■お問い合わせ先

高知西年金事務所
〒780-0935
高知市旭町３丁目 70-1

((

０88-875-1717
町民課　

((

２2-3117
大正　町民生活課　

((

２7-0112
十和　町民生活課　

((

２8-5112

　「地方教育行政の組織および運営に
関する法律」第２６条の規定に基づき、
四万十町教育委員会では、令和２年
度の教育行政事務の管理と執行の状
況について点検・評価を行い、報告
書にまとめました。
　報告書は、四万十町のホームペー
ジへの掲載、本庁・各地域振興局の
閲覧コーナーに配備していますのでご
覧ください。
■お問い合わせ先

学校教育課　

((

２２-2594

　国土交通省では、都道府県、高速
道路会社などと連携して、９月から 11
月までの間、全国で自動車の使われ方
などを調べる全国道路・街路交通情勢
調査を実施しています。この調査のう
ち、自動車起終点調査については、無
作為に選定した自動車を保有する人・
事業者の皆さまに対して、自動車の利
用実態をお答えいただく調査となって
います。
　調査結果は、道路の計画や管理など
の基礎となる重要な資料となるもので
す。調査の主旨をご理解いただき、調
査への協力をお願いします。
■お問い合わせ先
　サポートセンター

　

((

０１２０-888-517
　※ 9:00 ～ 18:00（日、祝日を除く）

i 自動車の利用実態に関する
調査ご協力のお願い
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まんが甲子園
歴代入賞作品展

収蔵作品展
〈花を愛でる〉　

　全国の高校生が熱戦を繰り広げる、
まんが甲子園。
　第１回～第 27 回までの最優秀作品
と 2019 年度開催の第 28 回入選作
品を展示します。

▼開催期間
　9月 11日（土）〜10月 30日（土）
　※最終日は 16：00 まで

▼入館料　無料

▼休館日　月曜日・祝日
■お問い合わせ先
　四万十町立美術館　

((

２２－5000

　高知地方法務局と高知県人権擁護
委員連合会では、女性の人権問題解
消に向け、下記のとおり電話相談の強
化週間を実施します。期間中は，土・
日曜日も相談をお受けします。また、
平日は時間を延長し、午後７時まで相
談をお受けします。

▼実施期間
　１１月１２日（金）〜１８日（木）

▼時　　間　8:30 ～ 17:00
　土曜日・日曜日／ 10:00 ～ 17:00

▼開設場所
高知地方法務局人権擁護課

（土・日は高松法務局人権擁護部）

((

０５７０（０７０）８１０
　（全国共通ナビダイヤル）
※一部のＩＰ電話からはご利用できな
い場合があります。

▼取扱内容
ドメスティック・バイオレンス、セク
シュアル・ハラスメント、ストーカー、
離婚問題、暮らしの悩みごとなど女
性をめぐる人権問題

▼その他
　相談は無料、秘密は厳守します。
■お問い合わせ先
　高知地方法務局人権擁護課
　

((

０８８－８２２－３５０３

▼開催期間
　11月 13日（土）〜1月 15日（土）
　※最終日は 16：00 まで

▼入館料　200 円（高校生以下無料）
「身体障害者手帳（１級・２級）、療
育手帳、精神障害者保健福祉手帳、
長寿手帳に類するもの（運転免許証
や保険証など）」を提示する 65 歳
以上の方は無料。

▼休館日　月曜日・祝日
■お問い合わせ先
　四万十町立美術館　

((

２２－5000

アンデパンダン展（工芸の部）作品募集！
　参加型展覧会、アンデパンダン展（工芸の部）を1月から開催します。
アンデパンダンとは、本来「独立」を意味するフランス語ですが、美術用語としては「誰でも自由に
出品できる無審査かつ無賞の展覧会」を指します。
▶出品資格：四万十町内在住者、四万十町出身者、現在四万十町内に勤務している方、および通

学している高校生以上の方。また、四万十町に縁のある方
▶展覧会開催期間：2022年1月29日（土）～3月11日（金）
　※応募作品の規定等につきましては、美術館に開催要項がありますのでご連絡ください。

■お問い合わせ先　四万十町立美術館　 22-5000

搬入日：2022年
　　　1月21日（金）・22日（土）

作品、
お待ちして
ます！

まちの話題 Topics & Report

ii ALT 退任のご挨拶全国一斉「女性の人権
ホットライン」強化週間

　四万十町のみなさま
　スコット・ケイトリンと申します。2
年間お世話になりました。豊かな大自
然に囲まれている四万十町で町民の皆
さまの温かい心にふれることができ、
四万十町が第二の故郷になりました。
この 2 年間にとても美味しいものを食
べたり、素敵な旅で色々な所へ行って
きたりして一生忘れられない人々に出
会うことができ、心から感謝していま
す。帰国するのは寂しいですが、いつ
かまた会えると楽しみにしています。
　ありがとうございました。また会い
ましょう！

26 回四万十町窪川 B＆G海洋セン
ター杯小学生バレーボール大会　開催
四万十町からは窪川ＪＶＣが出場

年防火クラブ活動服20着購入
コミュニティ助成事業の助成金を受けて

イ箸・木工ミニチュアづくりを開催
四万十町少年補導センター　８月の育成事業

第

少

マ

　８月１日、第 26 回四万十町窪川 B＆G 海洋センター
杯小学生バレーボール大会が、県内 32 チーム（高学
年 19 チーム、低学年 13 チーム）の参加により開催さ
れました。暑さにも負けず、選手の皆さんは熱戦を見せ
てくれました。四万十町からは窪川ＪＶＣが高学年の部に
出場。予選Ａリーグ３位と健闘しました。

【高学年の部】
優　勝　泉野バレーボールクラブ　
第２位　越知エンジェルズ
第３位　泉野バレーボールクラブ混合

　一般財団法人自治総合センターが、宝くじの受託事
業収入を財源に、地域社会の健全な発展と住民サービ
スの向上を目的とした、コミュニティ助成事業を実施し
ています。この度、コミュニティ
助成事業の助成金を受け、大正
地区を中心に活動をする四万十
町少年防火クラブの活動服を 20
着購入しました。

　本年度の四万十町少年補導センター育成事業として、
８月７日に「マイ箸づくり」（講師　川下 徳之さん）、８
日に「木工ミニチュアづくり」（講師　矢島 博さん）を
開催しました。「マイ箸づくり」では、川下さんのご指導
のもと、切り出しナイフで竹を削っていきました。参加
者の皆さんは、普段使い慣れていない小刀に最初は苦
戦していましたが、一時間もするとコツをつかんで、か
なりうまく削れるようになっていました。マイ箸づくりは
SDGｓ（持続可能な開発目標）にもつながる大切な取
り組みだと思います。「木工ミニチュアづくり」では、矢
島さんの説明のあと、保護者の方と一緒に小さな街並
みを作りました。小さなビルや家、クルマ、川などを土
台に木工用ボンドで貼り付けていきます。一人一人のア
イデアが生きた作品がたくさんできました。夏休みの宿
題の工作にした子どももいたのではないでしょうか。参
加者は延べ６０名でした。コロナ渦の中でも、大きなト
ラブルもなく、楽しい時間を過ごすことができました。
本当にありがとうございました。１２月にはまた違う形で
育成事業を開催する予定ですので、たくさんの参加をお
待ちしています。

大会結果

Event

▼内　容
行政区画図、ダイアリー（行事予
定表・日記）、
資料（県内主要統計表・官庁関係
資料・暮らしの各種資料）

▼価　格
ポケット版（9×14.5cm） ５５０円　
デスク版（13× 21cm） ８００円
■申込先　企画課　

((

２２－3124

◎申込期限

　令和３年１０月３１日
　ただいま、来年の高知家手帳（2022
年版）購入予約申し込みを受け付けて
います。
　暮らしやビジネスにぜひご活用くだ
さい。
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22-3124

四万十町HP▶分類で探す▶その他▶
『四万十町通信すくすくコーナー募集！！』

谷本　麻鳳 ちゃん谷本　麻鳳 ちゃん
たにもと ま　お

令和2年8月生まれ

まおらしく元気いっぱいに育ってね

（涼太・美紀より）

大 正

　
旧
暦
の
十
月
の
こ
と
で
、「
か
み
な
づ
き
」

「
か
む
な
づ
き
」
と
も
呼
ば
れ
る
そ
う
で
す
。

　
十
月
は
全
国
の
八
百
万
の
神
様
が
、
一
部
の
留
守
神
様
（
恵

比
須
神
や
金
毘
羅
神
な
ど
）
を
残
し
て
出
雲
大
社
（
島
根
県
出

雲
市
）
へ
会
議
に
出
か
け
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
神
様
が
出
か
け
て
し
ま
う
国
で
は
神
様
が
い
な
い

の
で
「
神
無
月
」、
反
対
に
出
雲
の
国
（
島
根
県
）
で
は
神
様

が
大
勢
い
る
の
で
「
神
在
月
」
と
い
う
わ
け
で
す
。
出
雲
大
社

の
祭
神
の
大
国
主
大
神
（
お
お
く
に
ぬ
し
の
お
お
み
か
み
）
に

は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
が
い
て
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
全
国
各

地
に
お
い
て
国
を
管
理
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
年
に
一
度
出
雲
大
社
に
集
ま
り
、
そ
の
年
の
報
告
や
来
年
の

天
候
や
農
作
物
の
出
来
を
相
談
を
す
る
の
で
す
。
ま
た
、
人
の

運
命
や
縁
（
誰
と
誰
を
結
婚
さ
せ
よ
う
か
）
な
ど
も
話
し
合
い

ま
す
。
遠
く
離
れ
た
者
同
士
が
知
り
合
い
結
婚
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
会
議
の
結
果
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ

の
た
め
、
出
雲
大
社
は
縁
結
び
の
総
本
山
で
も
あ
り
ま
す
。

太
鼓
打
つ　
妓
の
眦
（
ま
な
じ
り
）
も　
神
無
月

　
（
瀬
戸
内
寂
聴
）

神か
ん
な
づ
き

無
月

　

２
０
２
０
年
4
月
か
ら
、
大
正
の
造

り
酒
屋
で
働
く
フ
ラ
ン
ク
・
ピ
エ
ー
ル

さ
ん
は
パ
リ
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

　

ご
両
親
と
も
に
日
本
文
化
が
好
き

だ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
、
ピ
エ
ー
ル

さ
ん
も
い
つ
の
間
に
か
、
日
本
映
画
や

音
楽
が
大
好
き
に
な
っ
て
い
っ
た
そ
う

で
す
。
お
父
様
の
お
仕
事
は
判
事
。
ピ

エ
ー
ル
さ
ん
も
高
校
卒
業
後
、
法
律
の

学
校
に
入
学
。
と
こ
ろ
が
「
ま
っ
た
く

興
味
を
持
て
ず
、
す
ぐ
に
辞
め
て
働
き

始
め
ま
し
た
（
笑
）」
パ
リ
市
内
で
、

い
ろ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
た
そ
う
で
す

が
、
せ
っ
か
く
「
日
本
と
い
う
興
味
の

対
象
」
が
あ
る
の
だ
か
ら
と
い
う
こ
と

で
、
日
本
語
と
貿
易
を
学
べ
る
大
学
に

入
り
直
し
ま
し
た
。
早
く
日
本
に
行
っ

て
み
た
い
気
持
ち
で
、
日
本
語
の
勉
強

を
が
ん
ば
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
２
０
１
２
年
、
い
よ
い
よ
日

本
へ
行
く
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
ま
す
。
大

学
卒
業
が
近
く
な
り
、
研
修
に
行
く
こ

と
に
な
っ
た
ピ
エ
ー
ル
さ
ん
は
「
せ
っ

か
く
の
研
修
だ
か
ら
、
日
本
に
行
こ

う
！
」
と
思
い
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
は

な
く
、
日
本
の
企
業
で
研
修
す
る
こ
と

に
し
た
の
で
す
。
最
初
の
研
修
は
京
都
。

「
さ
す
が
に
、The 

日
本
と
い
う
感
じ

で
し
た
！
」
次
な
る
研
修
先
は
東
京
の

貿
易
会
社
。
無
事
研
修
を
終
え
帰
国
し

ま
し
た
が
、
大
学
卒
業
間
近
と
な
っ
た

ピ
エ
ー
ル
さ
ん
は
、
帰
国
は
し
た
も
の

の
何
を
す
る
か
悩
み
ま
し
た
。
そ
こ
で

出
し
た
結
論
は
「
さ
ら
に
も
う
1
年
日

本
に
行
っ
て
、
東
京
の
日
本
語
学
校
に

通
う
！
」

　
さ
て
、
ピ
エ
ー
ル
さ
ん
は
日
本
語
学

校
に
通
っ
て
い
る
時
に
、
高
知
出
身
の

女
性
と
出
会
い
ま
す
。
そ
う
で
す
。
現

在
の
奥
様
で
す
。「
1
年
間
の
語
学
留

学
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
、
な
ん
と
か

こ
の
ま
ま
日
本
で
仕
事
を
見
つ
け
た

い
」
と
考
え
て
い
た
ピ
エ
ー
ル
さ
ん
は
、

い
っ
た
ん
帰
国
し
て
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
を
申
請
。
そ
し
て
す
ぐ
に
日
本
へ
。

彼
女
の
実
家
が
あ
る
高
知
へ
。

　
高
知
へ
来
て
か
ら
は
、
英
語
の
先
生

な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
せ
な

ら
外
国
人
が
あ
ま
り
や
っ
て
い
な
い
仕

事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

現
在
の
職
場
で
働
け
る
こ
と
に
な
り
、

奥
様
と
二
人
の
お
子
さ
ん
の
家
族
四
人

で
大
正
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
パ
リ
か
ら
四
万
十
町
大
正
へ
。
お
よ

そ
９
，７
０
０
ｋ
ｍ
。
で
も
ピ
エ
ー
ル

さ
ん
と
話
し
て
い
る
と
、
そ
ん
な
に
遠

い
と
こ
ろ
か
ら
来
た
人
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
日
本
語
が
堪
能
な
だ
け
で
は
な
く
、

人
柄
、人
あ
た
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
、
そ
の
ど
れ
も
が
人
を
惹
き
つ
け

ま
す
。
人
間
の
魅
力
に
国
境
や
距
離
な

ん
て
関
係
な
い
ん
だ
な
ぁ
と
あ
ら
た
め

て
思
わ
せ
て
く
れ
る
ピ
エ
ー
ル
さ
ん
で

す
。

▲可愛らしく美しい「紫陽花の小径」

ど
う
せ
な
ら
、

　
　
外
国
人
が
や
っ
て
い
な
い
仕
事
を
！！

フランク・ピエール
さん
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町のうごき 四万十川の
水質状況

四万十町通信

R439

R381

土佐
大正

至高知市

至 黒潮町

十川

R56

窪川

瀬

　里

せ

　
　
　  

　り

（8月31日） 人口 前月比 出生 死亡 転入 転出
男 7,738 ー 8 男 2 17 14 7
女 8,481 ー 5 女 4 8 14 15
計 16,219 ー 13 計 6 25 28 22

世帯数 8,277 ー 4 （8月中の届出）

窪川地域 11,501人　大正地域2,255人　十和地域 2,463人

適正値（mg/ｌ） 9月4日
リン酸 ≦  1.0 測定範囲以下
硝　酸 ≦  0.5 測定範囲以下

アンモニウム ≦  5.0 測定範囲以下
アニオン活性剤 ≦  1.0 測定範囲以下

化学的酸素要求量 ≦ 10.0 測定範囲以下
調査：大正（吾川）
資料：四万十高校自然環境部

の
駅
大
正
か
ら
国
道
３
８
１
号
を
東

へ
。
対
岸
に
リ
バ
ー
パ
ー
ク
轟
の
キ
ャ

ン
プ
場
が
見
え
、予
土
線
の
鉄
橋
を
く
ぐ
る
。

瀬
里
で
あ
る
。

　

瀬
里
は
、
２
０
１
３
年
7
月
号
で
も
記

し
た
よ
う
に
、戦
国
期
の
記
録
に
「
瀬
里
村
」

「
セ
リ
村
」
と
記
載
さ
れ
、
集
落
と
し
て
の

歴
史
の
古
さ
を
示
し
て
い
る
の
だ
が
、
さ
ら

に
時
代
を
大
き
く
遡
る
縄
文
時
代
に
は
、
す

で
に
こ
の
地
に
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
っ

て
い
る
。
現
在
の
集
成
材
工
場
の
南
側
で
、

圃
場
整
備
が
行
わ
れ
て
い
た
時
に
、
縄
文
時

代
早
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
土
器
片
な
ど

が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
瀬
里
谷

川
（
瀬
里
川
）
が
四
万
十
川
に
注
ぎ
込
む

あ
た
り
で
あ
る
。

　

瀬
里
は
江
戸
期
の
庄
屋
制
度
下
で
は
、
上

岡
四
ヶ
村
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。（
上
岡
・
下

岡
・
四
手
の
川
・
瀬
里
）
庄
屋
は
上
岡
に

置
か
れ
、
そ
の
他
の
3
村
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、

庄
屋
の
部
下
的
存
在
の
名
本
が
配
置
さ
れ
て

い
た
。
名
本
が
不
在
の
場
合
は
上
岡
の
大
庄

屋
が
直
接
支
配
す
る
と
い
う
時
代
も
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　

地
区
の
産
土
神
は
河
内
神
社
で
、
竃
戸

神
社
・
金
刀
比
羅
神
社
・
鷺
神
社
・
八
幡

宮
の
四
社
を
合
祭
し
て
い
る
。
河
内
神
社
は
、

明
治
23
年
の
大
洪
水
の
時
に
流
出
。
社
地
も

崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
同
27
年
に
現
在

の
場
所
に
遷
宮
し
、
本
殿
も
新
築
し
た
。

　

河
内
神
社
の
南
側
に
小
さ
な
建
物
が
あ

る
。
こ
れ
は
元
は
宝
壽
庵
と
い
う
寺
で
あ
っ

た
。
こ
の
寺
は
、
田
野
々
に
あ
る
五
松
寺
の

末
寺
で
、
明
治
時
代
初
期
に
は
「
瀬
里
組

合
授
業
場
」
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。「
授

業
場
」つ
ま
り
小
学
校
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、

他
の
多
く
の
村
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
江

戸
時
代
に
は
寺
子
屋
に
な
っ
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
文
献
に
よ
れ
ば
、
国
道

か
ら
瀬
里
谷
川
を
50
ｍ
ほ
ど
入
っ
た
山
裾
に

茶
堂
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
一

旦
は
国
道
の
脇
に
移
転
。
そ
の
後
、
建
物
が

老
朽
化
に
よ
り
破
損
。
祀
ら
れ
て
い
た
石
像

は
宝
壽
庵
に
合
祀
さ
れ
た
。

　

さ
て
、
瀬
里
に
ま
つ
わ
る
お
も
し
ろ
い
民

話
が
ひ
と
つ
あ
る
。
幕
末
か
明
治
初
期
の
頃

の
お
話
で
あ
る
。
四
手
の
川
在
住
の
老
婆
が

葛
籠
川
へ
米
を
も
ら
い
に
行
っ
た
帰
り
の
こ

と
。
夕
暮
れ
を
過
ぎ
た
た
め
松
明
を
掲
げ

な
が
ら
、
瀬
里
の
対
岸
を
急
い
で
歩
い
て
い

る
う
ち
に
、
ど
う
や
ら
狸
に
化
か
さ
れ
た
ら

し
く
、
山
道
を
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
を

一
晩
中
繰
り
返
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の

様
子
を
、
幾
人
も
の
瀬
里
の
村
人
が
見
て
い

た
そ
う
だ
。
気
の
毒
な
の
は
こ
の
老
婆
で
あ

る
。
と
う
と
う
杓
子
峠
ま
で
引
っ
張
り
廻
さ

れ
て
、
あ
く
る
朝
よ
う
や
く
帰
宅
で
き
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

道

今は高台にある河内神社。ここなら大水の心配はない


